
災害時住民支え合いマップ作成の手順（例） 

事前準備 
 ①隣組内（または話し合うエリア）の皆さんに、開催の案内と調査票を配布。

当日出席ができない方には、調査票を提出いただく。(任意です。また、

記入は書いていただける範囲でお願いしてください) 

 

 ②地区のマップを用意。（住自協にもありますのでお声掛けください。） 

 

話し合い当日 
 ①わが家の避難確認シート・ハザードマップを見ながら、自分たちの住む場

所にどんな危険があるか、また、地震発生時・大雨の場合の避難場所を確

認 

 

  ②避難等に手助けが必要な方・手伝える方をみんなで話し合いながら、支援

の方法を地図へ書き込む。(裏面参照) 

【支援する方の決め方】 

・支援する人を複数決めて、声掛けや避難行動の支援をする 

・特別な支援者は決めず、みんなでご近所に声掛け・避難行動の支援を 

する。  など、その方や地区に合った方法を考えます。 

  

 ③隣組の連絡網（携帯電話）を作る 

   災害時の安否確認や避難の開始の連絡等が迅速に行えるよう連絡網を

作ります。洪水の場合、家の電話は使えません。また、避難所またはそ

の他に避難されている場合の安否確認のために、携帯電話の連絡網が必

要になります。 

 

④内容の確認  

できあがった地図を見ながら、災害時の対応や不安についてみんなで話

し合う。 

後日 

 話し合いに欠席された方へ、マップに記入した情報を区へ提出することをご

了承いただき、自治会長(区により異なる)へ提出・課題等をご報告ください。 

 

※支援は支援者の安全が確保でできる範囲で行われるもので、責任を負うものではありません。支援を

希望される人も、自分の身は自分で守るという意識を持ち、住まいの安全対策・非常持ち出し袋の用意

など自分でできることをして備えておきましょう。 

※支援の方法などについて、後日役員が確認に伺う場合があります。 

※作成したマップは、区長・自治会長・住自協が一部ずつ保管します。また、情報は避難支援等関係者

（区長・自治会長・民生児童委員・自主防災組織）で共有します。 

 

隣組長資料 



災害時住民支え合いマップ記入の方法（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支援が必要な人のＡＢＣランク分けに取り組みましょう
(災害時には、優先順位を判断して、支援の力を高めます)

Ａランク ● ：最も急いで避難支援が必要な人
動けない(寝たきり・医療器具を常に使用)人

自立生活ができない・介護度が高い・障害が重い人

判断できない人、意思疎通が難しい人

Ｂランク ◎ ：少しの支援で避難できる人
声かけや手引きにより、自分で避難・生活できる人

介護度が軽い、障害が軽い人

妊婦や小さな子どもを複数抱えた保護者、など

Ｃランク ○ ：自分で避難できる人
足腰元気な独居高齢者

※Ａランク者は日ごろから専門機関の支援を受け、災害時支援につなぐことが望ましいと考えられます

※支え合いマップづくりの際、災害時支援のためのＡＢＣランク分けを行い、災害にも強い地域づくりに取り組みましょう

 

〇〇区 ２－１組
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●最も支援が
必要な方

◎少しの支援
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70歳一人暮らし
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市内に息子あり
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妻 シルバーカー

Aさんほぼ寝たきり

放課後小学生1人で
留守番

 

 

 

 

 

 マップ作成例が入ります 


